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地震による臨海平野部井戸の水位変動

小鯛桂一

地震による地下水位の変動についてはかなり以前か

らそれぞれの立場で報告されているが原因の複雑さか

ら原理の解明にはまだほど遠い感がある.

一般に地震時に起こる地下水変化の現象としてこれま

でに解っていることは一時的な噴出や増減または混濁

その他地域的に地震に相前後した特異な変化などか挙

おげる水位記録曲線の信頼性は測定器設置基礎が頑強

である限り地層と測定籍は同時的に振動するために

相対的にみて測定器自体の固有振動による誤差は小さい
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ものとみてよいと考える.

寵撃1銚子沖を震央地とする昭和39年5月30目23

時30分の地震はこ扱に近い鹿島地区で震度4を記録し

たか第2図から水位の変動は振幅1㎝位の一時的な上

下振動か認められ花紀すぎない.
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薦矯地隆光地点井戸の水位②�
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4図中の付表の気圧値1降雨量を照合してみるを

!舶にこの地域でδ獺澱の降雨が齢つ花が勘雲脚㍍

れが浸透圧を増大させたとも考えられる古
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寵欝轟宇都宮方面カミ震央地であっ彪昭和40牢遂月

6則4時31分の地震は三島で震度ヱの微震であったが

東駿河湾地区依顕橋地点井戸の水位グ茅フ上でユ8c囮前

後の一時的な昇降(おも紀上昇)を記録している｡し

かし経時的な水位変化に蜜で巖響を与先でいないよう芯｡

寵欝§

蘭橘地点諦戸の水位磯

昭和40年§月1蝸五時21分は発生した地震

↓簾㌢鰯康駿漱湾勉隊闘竃会地点井戸の水位
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はこの地方で震度1の微麗であったが篤6図のよう

にこの地震後広大な富土山麓を溜養濾とするこの静

水層の水位変動は地震前の定常状態と比べて大きな変

動を示している.しかしこの地方は地震と相前後し

て台風24号にみまわれ淀ために第6風中の付表のよう

な気圧値および降雨量を示していて9月1711蝸は気

圧ポ低かったか水位グラフから霧月17同は水位紀対す

る気圧影響は認められないζとからみて以後の水位変

動も気圧影響ではないものと考える鶉蛮花駿鬼蝸獄

100㎜m以上の簸雨であった淋これも籔魚湘の水位

状態からみて直接的な影響はないζを添糊るか地麓

後の水位変動秘震度は比べて異常終大曹く蜜花他跨

点でのさらpこ大きな地震に招いても必ずしも水位変

動を示さなかった点などを考えた揚合紀地驚形態や地

震の方向性などが単に関遠して生じたものとだけでは

説明しが淀く前目の豪雨と地震が何らかのかたちで関

連したものと考えざるを得ない.

点井戸の水位②)中の変動とおもむ曹を着干異にするが

気圧篤よぴ降雨量についてはやはり直擦的な影響はな

く前目の豪雨が地震によって一時的に浸透圧を増大さ.

せたものと考える.

翫轟6第蟻図(依固橘地点井戸の水位②)と岡時

期に起こった地震は東駿河湾地区明電舎地点鉾戸にお

ける観測水位(篤7図)からも変動が認められる曲こ

の井戸の短期水位変動は周辺に大量の揚水をしている

コニ揚カミ密集しているために筒闇1週聞とも紀人工的変動

を示している.すなわち目間の水位はおもに朝の6

時前後に最大償をを堕員申からタ方にかげて下降する

変動であり週閥を通むての平均水位ほ月曜固から土躍

同紀かげて順次下降を添チが目履目の午後から月曜目

の午前申紀かげて圃復するとい吻花変動形態を示してい

る.このような僚肉を考克紀入れて水位グラフ(第7

図)中の地麗時の水位変動を検討した場含紀地震後の

水位は約纂負間乱されており乎均して普段よりも上昇

ぎみであることがわかる曲ζの点第餐図(依囲橋地

12月26日㌶月2?鷺

O.61218餐蔓婁重蟄

鼠察7昭和4峰五2月27肌0時22分に発生した地震

はいわき市平で霧度藪を記録したが平地点井戸の水

位グヲフはこの時釜曲の急激な上昇とその後約2時間

終わ花る多少の乱れか認められる｡

みてそして津波発生期聞に起きている数多くの余震と

の時闇的な相関蛙に乏しいことから考えて水位変動の

原顕か直擦の地驚霧響ぽぷるもので憾なくて明らか虹

津波の艶響1はるもの&いうごを柳吹る畠
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考察

昭和39年竃則舶に趨ζりだ新潟地麗は全園的に驚響

を与免仙簸地区でも麗度蟻を記録し串野小学地､叙

井戸の水位紀もその影響紀よる変動淋認めら拘肋婁麗

度2であり花遼方の麓島飽区光地魚の弗戸の氷位の方が

逆に数倍も大蜜な変動を爺しでいて飽質構造の網違に

よるものと恩われる白重た鹿

至蝸2蝸…島飽匿光地点鉾戸で壌度はわた

6至婁旭⑰跨

.って鰯測記録書れ花地震亭はる

員閥週1翻緯饗がが･擦含の予想曲繰

いわき搬隊堺飽点弗肩⑳泳位

動は認められないしいわき地�



一31一

区平地点でも震度4の胸こ水位変動がなくて震度3の

時に認められるといったことからこれらは地形および

地質条件だけの違いによるものではないことを証明して

いる.このような一時的な水位変動ぽとど塞らないで

地震の前後(おもに地震後)で数時間もしくは数目間の

変動を示す井戸水位も認められる秘これらは地震形態

とこれに関連する諾影響因子が原因するものと考えられ

る淋結果的はは地下水系への影響1不影響の相違に

よるものをい走る古今回のデｰタ印で滅氷を示す観測

井は経時的にはみあたらない｡先紀も述べたように過

去の統計的事実として沖積地は増水井錦三紀以前の地

域は減水弁が多いという一般的傾向を有するがこのよ

うな現象は地層そのものの違いというよゆは水理学的

にみて地下水系がほぼ連続性のある範囲肉で考免た場合

に篤三紀以前の盲い地層卵ぬ介在している地下水はお

もに裂か水であり濁養源をたどれば普通坤積地の地

下水より高い位置皿ネルギｰをもつ淀め紀地震の振動

エネルギｰ添加わるこ幻はって一時的な透水蛙の増

大をまねく結果であるあいえ篇のではなかるうか｡し

かしながら蹄積低地の観測丼戸水位の揚合は経買お津ぴ

経月的な水系の地下水全体の流下促遼に畿で影響をおよ

ぽす場合は少なくて水圧伝播遼度1はる地下水の単な

る一時的な移動として影響を与吏るぽ遇ぎないものあい

える仙

従来から地殻申の地震発生源上部の上載荷重が何ら

かのか泡ちで減少すること1はりて地震発生のひき添ね

の作用として敏感に反映するらしいということがいわれ

ていて気圧の配置状況や潮の平溝の具含カミ地驚発鐘

時期は多少の関係をも顯ている麦いう慧とが認め壕杓懇

いるが第6図(依嗣橋飽点井戸の水位②)と篤γ翻(踊

電舎地点井戸の水位)は台風時の気圧低下時に鋤霧雅

発生しておりまた錦s図(俵固橋地点井戸の水位⑩)

や十勝沖地震の際の篤蔓図(三涙地､寂弗肩の水位)で

はいずれも干潮時ぽ地震が発生している状況虹あ資上

記の事がらを裏付げるものとみてよい由

地震時において最も大書いエネルギｰを発生するをこ

ろの主要動はカ纈遠度的にも最大値を添すがその時閥

は普通亙分閲程度である茗地震か観測弗戸の水位に阜

える変動影響からその型を分類すると潟よそ次⑱次う

になるものと誇える.すなわち〔五〕地震の主要動の

みに影響されて地下水の一時的な自由振動としで作周

させ記録永位を屍た揚合熔外観上垂直的な上下振

動として現わ扱鳶型でζれぽは丁字型逆丁字型馳)

プラス型(斗)の藪種淋含蜜れる由〔幻は地霧湿

ネルギｰが帯水層紀変動を与える場合であり水位褒動
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第9図
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八戸･三択地区三涙地点井戸の氷位

曲線として地震時虹水位は急激な上昇塞淀は下降を示す

がすぐに平常な状態に戻らないで数時間ないし数10

時間の間継続して水位の異常を示しその後時闇とと

もに漸次元の水位塞でも濠るといった型のものである.

〔3〕としてはい〕･〔2〕を複合し夜場合秘挙げられる串

その他特殊なケｰ黒をして〔4〕が拳げら牝る､す

な抽葛怨れは八戸1三派地匿三派地点井戸氷位の裟餐縫

濁潮影饗を受はている水位観測弗が地震で趨慧繊施溝波

熔巌饗巻杓る揚含である呈康駿漱湾飽区依禺橋勘歳弗

戸では輿蒔的熔〔王〕&〔的を共有している芯をか

らみて賦〕から〔3〕襲での型は任鴬の水位観渕

辞の揚禽芯も地麗の発生形態蹄彩の労胸の相違な竺鎧

氷位観潮弗肩飽､叙を奮敬水系の瀞水層構麓鉦が関違性を

屯つ揚含鉦そラで斜･揚禽を熔ぷりて別れるものであ

りてその時の地麗の穣類1はりて属ずる型茄褒勅る珂

能性秘あり地質条件なぎの勘沈よる地域約な特徴紀

よ鶯て分かれるものではない串

(簸勧妻麻溺滋質部)
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小鯛樫一(互鰯):水位観測緒巣終基づく津部臨海部搬淫繭飽

下水の水灘学的誇察地質調養所潟灘
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窟部薩藪(工鰐3)1地驚紀伴麦篭鋤下水の異常銘麗榊む警
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